
 

令和４年度 第 10回吉川区地域協議会次第 

日時：令和 4年 11月 24日（木）午後 5時 30分 
場所：吉川コミュニティプラザ 大会議室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 報告事項 

⑴ 会長報告 

⑵ 委員報告 

⑶ 事務局報告 

・上越市吉川ゆったりの郷条例の一部改正について（柿崎区総合事務所） 

・新市建設計画の変更について 

・予約型コミュニティバスについて（交通政策課） 

４ 協議事項                        

⑴ 自主的審議事項 

  ・各部会の取組について 

   ・地域活性化の方向性について 

⑵ その他 

 

５ 総合事務所からの諸連絡について 

   ・「株式会社よしかわ杜氏の郷」の株式譲渡に関する優先交渉先の選定について 

・主要地方道大潟・高柳線・吉川区川谷地内の地すべりについて 

・上越市エネルギー価格等高騰支援金について 

・マイナンバーカードの申請について 

・上越市（吉川区）地域活動支援事業活動報告会の実施について 

・令和 5年上越市新年祝賀会の開催について 

 

６ そ の 他 

・次回地域協議会の日程調整      月  日（ ）  時  分から                

                         吉川コミュニティプラザ 

 

７ 閉  会  

     



     

上越市吉川ゆったりの郷条例一部改正について 

～「酵素風呂」廃止について～ 

1．施設概要 

⑴ 施設名称：上越市吉川ゆったりの郷 

⑵ 位  置：上越市吉川区長峰 100番地 

⑶ 設  置：平成 9年 7月 

⑷ 管理形態：指定管理（㈱ゆったりの郷） 

現指定管理期間（令和 4年 4月 1日～令和 7年 3月 31日） 

⑸ 施設内容：①浴場 ②酵素風呂 ③大広間 ④和室 ⑤マッサージ ⑥リラックスルーム 

        ⑦子どもルーム ⑧食堂 ⑨ゲートボール場 ⑩その他付属施設 

2．施設利用状況                              （単位：人） 

区 分 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3 

利用者数 ― ― 128,323 128,213 135,516 133,354 127,003 74,667 104,657 

 
うち 

日帰り入浴 
72,363 78,229 77,453 74,473 79,245 78,609 75,085 42,989 31,375 

 
うち 

酵素風呂 
946 694 697 865 759 792 514 休止 休止 

3．酵素風呂に関する状況 

吉川ゆったりの郷における「酵素風呂」は、ヒノキの箱におがくずと野草から抽出した酵

素を入れて自然発酵作用で発熱する風呂であり、開業当時は近隣でも珍しく、新陳代謝を促

す効能があると多くの利用者があった。 

近年利用者は減少し、令和 2年 4月の新型コロナウイルス感染症拡大に伴う施設の一時休

館を機に、感染症拡大防止のため、現在まで酵素風呂の営業は行っていない。 

4. 酵素風呂に関する今後の方針 

感染症対策の観点からも今後の著しい利用者の増加が見込めない状況の中、営業再開には

老朽化した浴槽（箱 2基）の機械設備の補修、更新に多額の費用が必要となっており、今後

の維持管理費と利用実態を踏まえ、「酵素風呂」を令和 5年 4月 1日で廃止する。 

5. 酵素風呂廃止後の取扱 

  「酵素風呂」廃止後の施設の用途については未定。今後検討を行っていく。 

6. 今後の予定 

令和 4年 12月 吉川区地域協議会に諮問 

  令和 5年  3月 市議会 3月定例会に施設条例の一部改正を提案 

令和 5年  4月 施設条例の一部改正（4月 1日設備廃止） 
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浴槽（箱）： 縦 225㎝×横 120㎝×高さ 76.5㎝  

吉川ゆったりの郷「酵素風呂」 
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定型書式部分

構成要素 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化 ○ ○ ○ ○
○ 尾神岳周辺の活性化 ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
・ ○

○ ○
・ ○ ○

○
○ ○
・ ○ ○

○

・ ○

○
○ ○
・

○

○ 廃校校舎・体育館の有効利用
・

※赤色の文字…各委員から出された共通意見・共通ワード

耕作放棄地を活用して、吉川区の
「花」アジサイを栽培し、アジサ
イ園を造り観光名所にする。

空き家情報の積極的発信

耕作放棄地の有効活用

若者の定住促進
史跡・文化財を活用した企画の実施

主に大都市部へ発信・広報し、移
住希望者を募り、人口増へ繋げ
る。空き家を整備し、田舎体験への貸
し出し。

耕作放棄地を活用して、吉川区の
「木」であるウメを栽培し、実を
商品化する。ある程度広範囲で栽
培することで、春の開花時には観
光名所にもできる。

一人暮らしの増加で空き家を安値
で提供し移住者が入ってくる環境
作りを進める。

いつでもどこでも声を掛け合い安
心して暮らせる笑顔あふれる地
域。独居や高齢者になっても困ら
ない。大雪が降っても安心な地域
吉川独自の酒文化、歴史、温泉、
観光場所が多くある。また、吉川
の名産品を全国にアピールし、そ
のイベントを増し、人の呼べる吉
川区を発信する。

空き家の活用→新規移住者向けに
居住できないか、サロン等として

尾神岳周辺の活性化

子どもを育てやすい環境で子育て
支援の手厚い地域。若い世帯が住
みたくなるような魅力ある吉川。
独自の支援や安全安心に子育てで
きる地域の整備

吉川の若い人が定住移住したくなる魅
力ある環境作りという個性をいかして
①自然が豊かでのびのび暮らせるよう
に②米野菜そば等自給自足が出来るよ
うに③極端に大きな災害がないように
④地域中で衣食住が完結できるように
します

① ② ③

道の駅よしかわ周辺の活性化

吉川の豊かな自然、山間地、人情とい
う個性をいかして人口1％の増加（毎
年）を目指し（人口1％取り戻し）ま
す

道の駅よしかわ周辺の活性化 道の駅よしかわ周辺の活性化
尾神岳周辺の活性化
区内の地名にまつわる歴史的価値

尾神岳周辺の活性化
Iターン、Uターン者の受け入れ→
地域おこし協力隊との連携・協力

各委員からの吉川区の「地域活性化の方向性」提案状況（11月現在）

小中学生への地域愛教育
上杉謙信とゆかりの地の拡散
手厚い子育て支援（市全体で）

道の駅よしかわ周辺の活性化
尾神岳周辺の活性化
新しい要素は要らない。現在ある
資源を生かして新しい視点での長
期目標を設定し一歩一歩活性化を
進める。

素直な子どもたち
集落営農
庄屋の活用

⑤
吉川の自然豊かな里山と先人たちの偉
業（報尽碑、杜氏の郷）という個性を
いかして郷掘り起こしや情報発信を行
います

公民館分館を利用した地域活動
企業が増えて若い世代が就職でき
る環境の整備また安定して暮らせ
る笑顔あふれる地域作り

④
吉川の歴史と自然環境という個性をい
かして郷土に誇りを持ち、人的交流を
はかります

史跡・文化財の説明・案内資料、
民話集、方言集、昔の道具類を展
示して、歴史民俗資料館とする等

都市の大手スーパーをターゲット
にした、地元山菜や野菜・米等の
販売。

単に見学して廻るだけのものでは
なく、魅力ある企画を立案・実施
する。

（裏面あり→）
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定型書式部分

構成要素 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化 ○ 道の駅よしかわ周辺の活性化
○ 尾神岳周辺の活性化 ○ 尾神岳周辺の活性化 ○ 尾神岳周辺の活性化

○

※赤色の文字…各委員から出された共通意見・共通ワード

⑧
吉川区の各観光地で特産施設という個
性をいかして、集客・発信します。

各施設関係者と意見交換。自己
（各々）どうしたいのか。

⑦
吉川の自然という個性をいかして自然
の醍醐味を味わって地域への愛着を育
みます

⑥
吉川の自然と歴史という個性をいか
して暮らしやすい愛着のある地域づ
くりを推進します

（裏面あり→）



 

名立区における「地域活性化の方向性」 
 

≪名立区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

 

  ○構成要素 

・地域固有の資源（山・川・海 ほか）を活用した地域の振興 

・歴史・文化の継承、平和を願う活動の継続・発展 

・次代の名立区を担う人材の育成 

・若い世代も一緒になったまちづくりの取組 

・いつまでも安心して暮らすことのできる福祉の充実 

・地域全体での支え合いの推進 

 

名立区の豊かな自然と歴史文化を活かし、次代を担う人を育て、地域で支え合う 

誰もが安心して暮らせるまちを目指していきます。 

100942
資料№302



 

頸城区における「地域活性化の方向性」 
 

≪頸城区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

 

  ○構成要素 

① 大池・小池を活かした観光 

② くびきのお宝（レールパーク、館）の活用 

③ 季節の花が咲く通学路、ポケットパークの整備 

④ 外国人の交流とファーマーズマーケット（買い物難民対策等） 

の企画 

⑤ 情報発信、子どもが楽しむ場の創出 

 

 

 

 

 

 

 

頸城区の豊かな自然や歴史・文化の資産を活かし、花と緑

にあふれ、誰もが楽しく暮らせる「住みたい、訪れたいま

ち」を目指します。 



 

 

 

 

牧区における「地域活性化の方向性」 
 

≪牧区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

   

 

  ○構成要素  

・おいしい水の恵みのＰＲ（米、農産物、どぶろく 他） 

・豊富にある山の食材の活用（ウド、ぜんまい、ヨモギ 他） 

・樹木を活用した特産品の企画（メープルシロップ 他） 

・四季折々に合わせたイベントの開催（灯の回廊、山里コンサート 他） 

・子どもから高齢者までが生きがいを持って暮らすことの推進 

・大自然の中の宿泊施設、公共施設の利用促進 
（花の植栽、深山荘、歴史民俗資料館 他） 

 

 

牧区の豊かな自然がもたらす多様な資源をいかして、 

活力と魅力あふれる牧づくりを目指します。 

 

 



板倉区における「地域活性化の方向性」 

 

≪板倉区の地域活性化に向けて≫ 

 

 

 

 

 〇構成要素 

・米や蕎麦などの農作物の美味しさや魅力の発信 

・豊かな自然環境や歴史文化をいかした企画 

・美しい景観や里山風景を守る 

・子どもたちに板倉を愛する心を育てる 

・冬期間の安心安全な暮らしの推進 

・「板倉に住みたい」「板倉に住み続けたい」と思えるような、 

地域づくり 

  

板倉区の豊かな自然や文化、長い歴史をいかして、そこ

で暮らす人が誇りや愛着をもち、訪れる人が楽しめる地域

づくりを目指します。 







吉川区地域活動支援事業活動報告会 開催要領（案） 

 

 

【開催趣旨】 

令和４年度地域活動支援事業を活用した団体等の事業の実施状況や成果を発

表する機会を設け、地域活動への理解と区内の自発的・自主的な活動の推進に

つなげる。 

 

１．主 催  吉川区地域協議会（上越市） 

 

 ２．開催日  令和５年２月２５日（土）午前１０時～（予定） 

 

        ・開   会                ３分 

        ・（仮称）地域独自の予算について       ５分 

（地域活動支援事業の終了について） 

        ・各団体発表：７分×８事業                 ５６分 

        ・全 体 質 疑               １５分 

        ・閉   会                ２分 

                    計：８１分（１時間２１分） 

                      １０時～１１時２１分 

 

 

 ３．会 場  吉川コミュニティプラザ  

 

 ４．内 容  ・令和５年度（仮称）地域独自の予算の説明 

         （地域活動支援事業の終了について） 

        ・令和４年度地域活動支援事業活動報告（実施団体から） 

 

 ５．参加周知方法 

   ・各町内会ほか各団体へ開催案内を配布（１月） 

   ・防災無線による放送 


